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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、染色体 1 上の小さな補体因子 H (CFH) 遺伝子クラスターのメンバーです。この遺伝子ファミリーの各メンバーには、補体活性化の制御因子に典型的な複数の短いコンセンサス リピート (SCR) が含まれています。この遺伝子によってコードされるタンパク質には 9 つの SCR があり、最初の 2 つのリピートはヘパリン結合特性を持ち、リピート 5～7 内の領域はヘパリン結合および C 反応性タンパク質結合特性を持ち、C 末端リピートは補体成分 3 b (C3b) 結合ドメインに類似しています。このタンパク質は C3 と共局在し、用量依存的に C3b に結合し、C 反応性タンパク質によって損傷を受けた組織にリクルートされます。この遺伝子の対立遺伝子変異は、膜性増殖性糸球体腎炎 II 型 (MPGNII) および溶血性尿毒症症候群 (HUS) という 2 つの異なる形態の腎臓病と関連付けられていますが、因果関係は確立されていません。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	CFHR5マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	CFHR5 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	CFHR5 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト子宮頸癌組織の免疫組織化学分析。
	

	CFHR5 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト子宮内膜癌組織の免疫組織化学分析。

